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れた経験や、気になる子に対する保育者自身の感情の動きを見つめられているか 以上 3 点につい
て確認できた。
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追記：本研究は、H12年日本保育学会大53回大会で
発表した『子どもの自分づくりを支える保育者の
関わりⅠ ～子どもの自己存在感の形成と保育者
の受容的・共感的関わりの意味～』および『子ど
もの自分づくりを支える保育者の関わりⅡ ～子
どもの内的世界における他者の位置づけと重要な
他者としての保育者の役割～』で利用した保育記
録を素材に、今回の研究主題に基づく分析を行っ
たものである。
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